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8～2月度3～5月度 6～7月度

Fグループ　チーム活動　編成図

チーム①作業区域  

ものの住所を決める（定置化）

チーム②資材置場

チーム③倉庫

チーム①作業区域

チーム②資材置場チーム③倉庫

チーム③倉庫

チーム①作業区域

2020年度 年間活動指標



チーム別活動場所



チーム① 作業区域
『Before』 『After』

・仮表示のままになっている

・ケースに多種類の部材が乱雑に保管

・追加工具が収納出来ていない

・ヤスリ棒やスキージーの数量が一目で分らない

・1品目1住所で定置化、表示ラベルの貼付で戻しやすくした

・ヤスリ棒やスキージーを見える化➡有無が一目でわかるようになった

・表示ラベルの統一

・1品目1住所に変更

（容量オーバーの改善）



チーム② 資材置場

『Before』

『After』

Ⓐ

Ⓑ
Ⓒ

Ⓑ

棚段ⒷⒸの2Sが不十分

・再整理後、収納を統一

・Ⓑ段は平置きし見える化する

・表示ラベル貼付

・モノが重ね置きされている

・表示が無い

・1つの箱に部品が混在

・分類が分かりにくい

・置き方の変更

・収納・表示ラベルの統一

・A～C段を1品目1住所で配置

・収納・表示ラベルの統一



チーム③ 倉 庫
『Before』 『After』

3Sが全く出来ていない状態
・作業するエリアを独立させ

作業環境を整える

3Sが出来ていない状態

（表示がなく分類されていない）

・表示ラベル

・収納の高さ統一

・2Sの完了（以降継続）

加工場

工場資材棚



個別工具箱
『整理後』

『見える化』 『作業中』

・必要品の2S

・私物はロッカーに置く

『整理前』

・私物と必要品が混在している

（個々に物量が違う）

・必要品のみ姿置きで保管 ・必要品を共通ポシェットにて持出使用



巡回チェックの改善

※活動内にて完了

石井 朋春
長方形



◎1品目1住所で定置化し、表示ラベルに「品名/品番/仕様」を表記し、部品を間違えることなく持ち出すことが可能になった。
◎棚板ごとにコンテナの高さを揃えたことで空間の無駄を削減できた。
◎上記以外の部品の持出が活動前と比較して、およそ半分ほど時短できていた。

●誰でも見つけやすくなるよう、「大分類/中分類/小分類」での表示区分や色別などの改善が必要。
●目線より高い、および低い場所に保管している見えにくいモノを分かり易くする。

定置化後の効果および成果

★活動後のメリット

★今後の課題

前年度
モノ探し計測

今年度

更なるモノ探しの時短に繋げられると期待できる。




